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連合会名 東海ブロック 愛知県連

出席単会名

出席者数

安城
鈴木副会長

一宮

稲沢

石川会長

犬山

宮島会長

大府

竹田会長

岡崎

楠名会長

春日井

林会長

日本商工会議所青年部

令和２年度日本ネットワーク委員会４１５事業

日本ＹＥＧ都道府県別４１５単会会長とのＷＥＢ懇談会

令和2年6月27日

中地区

43

・５月末まで活動自粛

・５月にマスクを市に寄贈をした

・SNSでテイクアウト情報の発信

・役員会などは再開しており、例会は９月から再開

欠席

・６月末まで活動自粛。

・正副会長会議や役員会議は徐々に開始

・９月ごろから例会を再開できないか検討中

・会員企業の状況を把握し、士業メンバーに相談

貴単会が行っている

主な事業

（継続・単年）

議事録

名　　

安城、稲沢、犬山、大府、岡崎、春日井、蒲郡、刈谷、江南、小牧、瀬戸、

津島、東海、常滑、豊川、豊田、豊橋、西尾、半田

・例会は10月から再開予定

・役員会も開催していなかったが、委員会はZOOMを使い活

動

・日本YEGの情報は会員へ周知するようにしていた

・例会などの事業は10月までは停止

・その分、余った予算をコロナ対策に使用している

・理事会などはZOOMを利用して実施し、6月からは対面

・Youtubeチャンネルを作り、飲食店を紹介していく予定

・会員拡大するために、7月にWEBの事業開催

・６月まで活動を自粛

・７月～11月はコロナ対策例会を実施

　給付金、メンタルケア、会員増強などをテーマ

・４～６月の例会予算をメンバー事業所で使用できる金券

（1人4,000円）にして配布

・金券を使用したメンバーがその店舗をSNSで広報

・８月までは定例会は中止

・役員会などはWEBで開催

・テイクアウト支援事業を実施し、飲食店支援

・７月から市民にマスクを寄付してもらい福祉施設などへ

・その他、補助金研修やWEB交流会を実施



蒲郡

稲吉会長

刈谷

井野会長

江南
多和田会長

小牧
沖野副会長

瀬戸

林会長

津島

津田会長

東海

水野会長

常滑

関会長

豊川

徳升会長

・７月から活動を再開予定

・学びの事業、支援事業、交流事業を各委員会へ指示

・会員内に６件ある飲食店をメンバーで回った

・５月末まで活動停止

・次亜塩素酸水を福祉施設等へ提供

・６月からは三役が臨時で会議

・７月から役員会を開催し、９月頃から定例会の再開検討

・10月に常滑焼祭りは方法を模索し開催予定

・７月まで事業停止

・年会費を３万円→２万円に減額

・マスク7000枚を市に寄付

・学校関係で非接触型体温計が不足していたため市へ寄付

　地元マスコミなどへも告知し市長へ直接手渡し

・11月に市民参加型の親子向け事業を検討していたが中止

貴単会が行っている

主な事業

（継続・単年）

・WEBで活動しながら、６月から対面で活動再開

・７月にはWEBで研修事業

・９月には災害時の青年部の動きを検討する事業

・基金100万円を予算として、４月に支援委員会を立ち上

げ

・テイクアウトサイト開設やミライ飯への参加

　主に飲食店への支援が中心

・今後は他業種へのCF支援も検討中

・７月までは定例会を中止

・10月の祭り、11月のうどんサミットは中止になった

・９月に臨時総会を開催し、予算などを見直し

・役員会はZOOMで開催し、７月からは対面で実施予定

・４月に予算や計画を大幅に見直し

・100万円をコロナ対策として計上し、3つの事業展開

・刈谷エール飯を立ち上げ

　車の無償提供などもあり、デリバリーに利用

・会員メンバーによる助成金などコロナ対策勉強会

・メンバー間でのビジネスマッチング

　SNSで積極的に発信してメンバー外にも知ってもらう

・８月に臨時総会を実施予定で、現在予算や計画を見直し

・昨年まで優秀出席者を表彰していたが中止

・代わりにメンバー間で会員企業のスタンプラリーを検討

・この事業をもとに市や親会への提言も検討

・委員会役員会は停止し、正副のみ稼働

・７月～８月に委員会から再開を検討中

・事業については様子を見ながら再開していきたい

・親会が立ち上げたデリバリー支援サイトのフォロー

・マスクや消毒液などのマッチング支援

・６月まで対面はすべて中止

・７月からは３密を避けて対面での事業を再開予定

・せともの祭やフォトロゲイニング瀬戸は中止

・事業計画や予算を見直し、７月に臨時総会を開催予定

・コロナの状況を逆手に取った事業検討を委員会へ指示

・メンバーの店でテイクアウトしてWEB飲み会

・祭り会場の掃除をCFで実施検討



豊田

岩崎会長

豊橋

稲田会長

西尾
岡田副会長

半田
藤野副会長

伊藤

県連会長

米良会長、全国の

単会会長と共有した

い

問題、悩みなど
今後数年以内に予定

している各種大会等

（名称・時期等）

・会員の現状把握のため、アンケートを実施

・アンケートをもとにコロナ対策の事業を計画

・LINEを使って、テイクアウト情報や相談事など交流

・メンバーに市・県議員がいるので、意見交換会を実施

・今年だけ会費を2/3に減額する予定

・会員退会を防ぐことに力を入れている

・執行部は動いていたが、役員会は７月末まで停止

・10月ごろに定例会としてBBQなどを実施予定

・Youtubeチャンネルを持っており、会社PRなど実施

・４月からは役員会はSkypeで実施

・６月からは対面で実施し、委員会も再開

・10月から事業再開とし、予算や計画を組み直ししている

・総会を７月に開催して、会費も半額する予定

・地域支援協力隊を作り、支援活動を行った

・６月からは、ZOOMを併用した対面での活動再開

・委員会はZOOMで継続して活動

・有志でテイクアウトイベントを７回実施

　他団体の人も参加してもらい1200食販売

・YEGとしてすぐに動けるよう、早期審議できるようにし

た

　事前にWEBに資料をあげて協議なしで役員会にて審議

・11月にエールデーとして全委員会での事業を行う予定

・事業計画が変わっているが、総会は未実施

　臨時総会を開催しようと思っているが時期を検討中

・一旦６月末まで事業休止し、役員会は人数制限で開催

・総会を実施できていないので、７月にWEBで開催予定

・定例会は１年間活動を休止して有志での活動のみとする

・親会から集まらないよう指示されたこと、７月の祭りと

10月の産業物産展というメイン事業中止が大きな理由

貴単会が行っている

主な事業

（継続・単年）

その他質問・要望等

・７月末までの活動を自粛

・11月の県連大会は中止

・SNSで各単会の活動やコロナに関する情報を発信


